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 経緯と目的 

1979 年、日中両国政府は留学生の相互派遣に関する

取り決めを行い、それ以来両国間の留学を通した学術交

流や人的交流は飛躍的発展を遂げてきました。日中国交

正常化 45 周年を迎える今年、中国大使館は、日中両国

の青年の相互理解と友好を深め、未来志向の両国友好関

係を築くために、日本全国から大学生を多数招聘致しま

す。多彩かつ多様な交流プログラムのなかには、8 月 29 

日、中国の大学生 500 名と共に参加する、北京大学での 

「千人交流大会」も予定されています。 

 

 

 

本プログラムは、今回の交流事業で招聘される 

100 名の参加者が集い、6 泊 7 日の日程で、上海・

蘇州・北京など、中国を代表する都市を巡り、大

学交流・官庁及び企業訪問、さらに文化体験など

を通じて、絶えず変化し続ける中国の姿を肌で感

じていただければと思います。また、現地で活躍

される方々と、直接交流する機会を設けることで、

日中両国の絆を深める契機となることを願って

おります。また、帰国後、今後の日中関係の架け

橋となる人材として、国境を越えて活躍していた

だければ幸いです 

 

 

概 要 

大学生訪中団員募集要項 
日中国交正常化45周年紀念事業 

申請書類： 
１、２は本学ウェブサイトからダウンロードすること 

 １．(1)申請書 ※メールにて (2)履歴書 (3)提出課題 

 ２．誓約書 

 ３．成績証明書 
 

申請締切： ６月３０日（金）１７：００ 

※申請者は、7/3(月)昼休み又は3限に面接を受ける 

こと。日程は6/30にメールにて通知します。 
 

提出先：国際教育課 留学交流係 

１(1) … kokusai.ryugaku@ynu.ac.jp 

     件名：「日中国交正常化事業_氏名_学部」 

１(2),(3)… 国際教育課留学交流係窓口（学生センター2階） 
 

※「海外旅行安全対策・危機管理Ⅰ」を受講すること 
 下記を確認し、6/30までに受講申し込みの上申請すること 

 （参加できない場合は、相談ください。） 

http://www.ynu.ac.jp/hus/exce/18159/detail.html 

 

主催：中華人民共和国駐日本国大使館 

実施：中国教育国際交流協会(中国側) 

早稲田大学孔子学院（日本側） 

期間：2017 年8月24日(木)～8月30日(水)  

募集人数： ５名 

条件：日本国籍を有し、将来、日中の友好に貢献す

る意思を持つ日本の大学学部課程に在籍しているこ

と（現時点での語学力は不問）。 

※費用負担について 

●主催側負担分：エコノミークラス国際往復航空 

券/海外旅行保険/現地見学費用/現地交通費/ 

現地宿泊費/滞在中食費 

●参加者自己負担分： 

参加費（事務局費用・諸経費等を含む）１万円 

危機管理サービス(OSSMA)料（3,240円） 

その他、超過手荷物料金/日本国内空港への往復交

通費/自由時間の飲食費/お土産等の個人的な出費 
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 プログラムの概要 
 
 

 
スケジュール案 

 

1  日 目 

（上海泊） 

午前：空港集合（午前発羽田空港便を予定）、搭乗手続き

上海へ出発 到着後、送迎車にて市内へ移動 

午後：復旦大学、上海外国語大学に班分けし訪問・学生交流 

夜:  歓迎レセプション（上海外国語大学にて） 

 

2  日 目 

（上海泊） 

午前：上海市政府訪問

午後：浦東金融区見学

夜 :  上海雑技団公演鑑賞 

 

3 日 目 

（蘇州泊） 

午前：バスで蘇州へ移動、寒山寺見学

午後：蘇州中学訪問・高校生との交流

夜 :  園林、古運河見学 

4 日 目 

（北京泊） 

午前：蘇州発北京へ、高速鉄道により移動

午後：北京到着後、市内見学 

 

5 日 目 

（北京泊） 

午前：北京華為研究センター見学 

午後 : CRI 中国国際ラジオ局訪問、「中国で生きる日本人」出演者との座談会 

 

6 日 目 

（北京泊） 

 
終日：北京大学にて、日中国交正常化 45 周年記念行事に参加 

 

7 日 目 

（帰国日） 

 
フリー、帰国 

※上記のスケジュールはあくまで現時点での予定であり、主催者側などの事情により若干の変更の場合がります。 

 

 
免責事項 

 

実施事務局は、次のような事由により参加者が損害を被った場合は、賠償の責任を負いません。 

1 天災地変、戦乱、暴動、官公署の命令、火災、宿泊施設のサービス提供の中止による損害 

2 参加者ご自身の故意または過失による損害 

3 その他の実施事務局、及び手配代行者の関与し得ない事由による損害 

 

個人情報の保護とセキュリティについて 

参加者の個人情報の管理にあたっては、適切な管理を行うとともに外部への流出の防止のために最大限 の

注意を払っています。参加者のお名前、住所、メールアドレス、電話番号、ファックス番号、生年月 日

等々の詳細な個人情報などを、参加者の同意を得ずに第三者に開示することは原則としてありません。 

 

問合せ先：学務部国際教育課留学交流係（学生センター2階） 

045-339-3183 


